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まいどありがとうございます
私達は遠賀中央デパートの店員です。ここには、時計屋から八百屋、おしゃれの店、鮮魚店等々があり小は
指輪から、大は牛まで売っているんですお今社長のあいさつがあっているんですが、あまりの売れのよさに
おもわず笑いがでちゃってoウフフ……o　今日は，牛乳のセンで作った時計が120円、紙のスイカが60円お買

人のうこきは講書）
人　　口　　　14，532人（＋14）

男　　　　　7，032人（＋1）

女　　　　　7，500人（＋13）

世帯数　　　　3，996戸（－　3）

転　入　65　　転　　出　51

出　　生　13　　死　　亡　13

遠賀中央幼稚園作崩発表会より2月10日
ヽ′’ヾ一六、－′～べ－9－ミ、一曲軸ヶbJタミ、〃■＼。プ裏ゝクへ＿，・や、クで、クへ、－ブヾ＿デヽ）タも＿予もJrヽ＿〆ヽ）プヽ

税の確定申告は

2月16日～3月16日まで

もれなく申告しましょう。

「高三高話市丸51



第261号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（2）

昭和54年度歳入歳出決算総括”表

ゝ＼ゼ分 ��露　　　　　人　　　　歳　　　　　出 ���� 
計 　別 ��収　入　演目繊 �麓璧支出満額 ��構成 比率 

一般会計 ��2．。7。．。。5，，矧 �　′ I72・8 �円 �　′ 73．0 �　　円 166，540，203 

特別会計 �� �27．2 �928，930，330 �27．0 �72，955，082 

憧諜 � � ��35．7 �44，876，793 

27，579，533 �2．7 �21，614，450 �2．3 �5，965，083 

改　修 �32，775，738 � ��2．9 �5．936，792 

釈 �霊園 事業 � �45．0 �436，097．784 �46．9 �14．935．733 

学校 給食 �� �11．4 � �12．2 �1，240，681 

合　　計 �� �－00・0両8，396・056 ��100．0 �239，495，285 

財 源 別 �ミミミ �53　　年　　度 ���54　　年　　授 

∴　∴言 ��比較 指数 �金　額両 ��比較 指数 

町∴∴∴∴税 �403，642，741円 �14・8％ilOO％ ��480，300，484円 �17．9％ �119．0％ 

白 �分担金及び 負　担　金 � ��100 �28，172．230 �1．1 �39．8 ‾覆面‾ ＿上し一堂＿＿＿＿＿型」 ��4，837，694 �0．2 �100 �11，538，507 �0．4 �238．5 

主 財 �財　産収入 �47，334．586 �1．7 �100 � ��48．4 

繰　入　金 �45，445．053 �1．7 �100 ���187．1 

繰　越　金 � ��100 ���101．4 

寄　附　金 ����100 � ��12．9 

諸　収　入 � �9．0100 38．5 �� ��100．6 

帥 � ��� �39．3 �100．1 

亡盤豊撃＿ ：・∵・ 存十地方交付税 ‾‾交通安否商売‾ 特別交付金 ��19．151，00010．7 ��100 �25，809．000 �1．0 �134．8 
17．506，000 �0．6 �100 �24，790，000 �0．9 �141．6 

22，955，900 �0．8 �100 �19，870，800 �0．7 �86．6 

20．0 �100 �608203000 �22．7 �112．0 

1．767，000 �0．1 �100 �1，871，000 �0．1 �105．9 

財 � � �22．0 �100 � �20．6 �91．7 

：∴ �� �4．8 �100 �78，685，193 �2．9 �60．7 
12．5 �100 � �11．8 �92．7 

小　　　　計 � �61．5 �100 � �60．7 �97．0 

合　　　　計 �� �100 � � �100号2 

納期内納付で　明る　く　住みよい　町づ　く　り
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支出経費の性質別の内訳（一般会計）

消費的経資とは財経として残らない出来るだけ節減すべき経費。投資的経

費とは発展的向上のための経費、この経費が多いことを望む。義務的経費と

は行政上やむを得ず計上を必要とする経費。

分類 �項別極　目 �金　　　　額 �梯∴成 比率 �摘　　　　要 

消 毅 的 経 費 �人　　件　　費 �414，167千円 �16．5％ �経常的経費として 予算化しなければ ならぬ経費であり 
物　件　費 �181，923 �7．2 

扶　助　費 �208，188 �8．3 

雛∴∴持∴∴貿 �12，656 �0．5 

補　助　費 �212，819 �8．5 

小　　　　　計 �il・029）753 �41．0 

投 資 的 経 費 �普通建設都築費 �911，664 �36．4 �臨時的経費であり 年観こ増減の多い 経費である。 

災害御日専業費 �7．742 �0．3 

失業対策蒋薬理 �98，715 �3．9 

小　　　　計 �1，018，121 �40．6 

義 務 �公　　債，∴裟 �186，002 �7．4 �I 

部∴∴立∴∴金 �189，905 �7．5 

的 �投資出資貸付金 �10．140 �！0・5 

経 費 �線　　出　　金 �75，545 �3．0 

小　　　　　冊 �461，592 �18．4 

一〇， i；ミ �雷† �2．509，466 �100 

1，0〉 年度 �調定額 �収入済額 �収入未済額 �†8－ 耳文 事 

児頓 �400i鵬．脚pi �制．3時側円 �5．766，鵬Pl �郭．脳 

漕絹 製的 �4．007．500 �1．狐7．001 �2．級0．450 �紬．7 

糾 �側，1坤脚 �側，軸7，紳5 �8，506周5 �鈎，2 

町孝則こついては県下で愚も優秀な成績の
徴収率98895で納税者のこ協力をうれし
く思います。清純者も若干ありますが奮
起をお願いします。

∴∴－．－∴∵∴一∵ �����差　引 i過不足額 
53 �30．398，000円 �24，023，869円 �79．0％（18，807．310円　61．8％　　5，216．559円 

54　　　35．242，000　　　27，579，533　　78．25　　21，614，450 ����61．3 �5，965，083 

増坤　4・844・0回　3・555・6中一12・807）140i二十‾ 

賎 業 �－ 款 �区分 － �予算現頼 �支　山　済頼 �支出済額の 予算現領の ％ �湖上成　比率 両 
1・黛端整 ��18．684，000円 �5，938．921円 �31．8％ �53．0％ �27．5％ 

共 済 �2）賓流動慧 ��1，413．000 �1．175，841 �83．2 �4．0 �5．4 
14．839，000 �14．499，688 �－ �42．1 �67．1 

4．予　備∴費 ��306，000 �0 ��0．9 

35，242，000 � � �100．0 �100．0 

注∴業務勘定は被害防止賢増で増加し5，965，083円が翌年に繰越しになる。

暴力は　出すな　許すな′　見のかずなJ
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「広報遠賀」（4〉

÷一一一＼区分 ��予　算　功　績 �収　入　済∴頼 �収入済額の 予算現頬に �構成　比率 
予　算 �収　入 別 　　　　へ、 ����対する割合 �現　頴 �済　額 

国 �1・藻轢麗 �　　円 79，856，000 �　　円 98．276．740 �　％ 123．7 �％ �％ 

23．7 �26．1 

2・掌磐i菟 �42．000 �42．520 �101．2 �0．0 �0．0 

氏 �3．園庭支出金 � � �109．9 �56．6 �55．9 

錐 � �174．000 �472，000 �271．3 �0．1 �0．2 

康 保 険 � �956，000 �956，614 �100．1 �0．3 �0．3 

6．繰　入　金 �25，000，000 �25，000，000 �100．0 �7．4 �6．7 

7．繰　越∴金 �40，321，000 �40，321，572 �100．0 �11．9 �10．7 

8．諸　収　入 �6．000 �1，070，506 �178．4 �0．0 �0．1 

歳　入　合　計 � � �111．5 �100．0 �100．0 

区　　　　　　　　　　　　　　　決　　　算　　　　額 ������差　　引 

年 度＼ �予　算　現額 �歳　　　　入 �贋箆l嶺　出 ��対予算 現類比 �過不足額 

53上7i215品300，260・724円 ���1112．諸125。，。3。，152円 i ��　′′ 97．28 �　　円 40，321，572 

54 � � �上11．48 �　331，494，088 ） �98．19 �44，876．793 

司「言語‾ ��76・110I1571－日554）936 ���－ �4，555‘221 

一学校給食事業一　　　　　国民健康保険加入状況

学校給食歳入、歳出決算額

予算現顆　　　114．062．000田

城　　入　　　114工25，743円

載∴∴出　　　112．885．062円

（小学校）　1食当り卵定

1食当り単価回数　年間給食費　　　月額

142．49円×193回＝27，500で11カ月＝2．500円

（中学校）　1食当り鋳造

l食当り単価回数∴作間給食費　　　　月額

168．37円×196日＝33，000円－11カ月＝3，000円

＿＿＿年度 区分‾、一一一一一、－－－ �53年度 �54年度 �増　減 

加　入　世　常　数 �1，322世帯 �1．359世 �＋37坦 

被　保　険　者∴数 �3，651人 �3，671人 �＋20人 

68，900円 �現年度 　76，952円 �＋8，052円 

彼保険者一人当り保険税 �24，948円 �現年度 28，076円 �＋3，128円 

給　　付　　件　　数 �20，035件 �20，828件 �十793件 

5．5回 �5．67回 �＋0．17回 

15．187円 �19，128円 �＋3，941円 

健康保険診療は有効に受けよ　う
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一連貸室園事業一

霊園事業歳入歳出決算

予算現額　　437，838，000円

歳　　入　　451，033，517円

韻　　出　　436，097，784円

歳出の主なるものは、総務費

79，909，469円、事業費356，188，

315円、蒋薬推進状況は31％と

なっています。

昭和54年度現在の町債（町の借金）の内訳

54年度現在本町の借金は下表に示す通り約20億円（④＋㊥＝2，057，997．187円）ありま

す。これは、それぞれの専業ごとに必要不可決なものであり施設等財産として残っていま

すが、毎年約2樋田位を返還しなければなりません。特に財源に乏しい本町であることを

心して事業を進めなければなりません。

下の表は昭和43年からの累額です。

l項　　目 ��54年度起債額 �摘　　　　　　要 �累　計　額 

般 ∠ゝ 王ゞ 計 時 （ �農　林　水　産 �13，800，000円 �改修専業償 �絡360，795円 

教　　育　　費 � �小学枚星休廷築事業費 � 

消　　防　　費 �3，100，000 �消防施設整備費 �12，132，845 

労　　働　　費 �25．200．000 � � 

土　　木　　費 �23．800．000 �通路整備、臨時地方道整 備、都市公園事業費 � 

同　和　対　策 �26，700，000 �同和対策車菜費 � 

厚　生　福　祉　費 � � �51，625，309 

災　害　復　旧　費 � � �6．546．119 

財　政　対　策　費 � � �25．988，000 

庁　舎　改　築 � � � 

公　営　住　宅 � � �78I800，857 

減　税　補　充 � � � 

水　　道　　債 � � �25，476，939 

一般会計通信合計 � � �㊨ 

同和住宅新築貸付金） � � � 

起　　債　　総　　計 ��㊥ � � 

西日本最大の公園墓地「遠賀霊園」好評販売中．／
お問い合せは（3）2355　遠賀霊園事務所
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次
の
と
お
り
、
1
6
ミ
リ
映
写
機
の
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
公
民
館
、

チ
ビ
も
会
（
育
成
会
）
等
社
会
教
育
関

係
団
体
は
受
鰐
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。
な
お
受
話
さ
れ
ま
す
と
認

可
詔
が
交
付
さ
れ
、
県
の
フ
イ
ル
ム
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
期
　
日
第
1
日
日
　
3
月
1
4
日
（
土
）

1
3
時
5
0
分
～
1
7
時

第
2
日
日
　
3
月
1
5
日
（
日
）

9
時
～
1
7
時

▽
会
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
対
象
　
公
民
館
、
子
と
も
会
育
成
会

P
T
A
等
社
会
教
育
関
係
郎
体

▽
塊
行
品
　
印
か
ん
、
筆
記
用
具
、
昼

食、▽
申
し
込
み
　
3
月
6
日
（
金
）
ま
で

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
所

属
団
体
を
記
入
の
上
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※
㈹
全
日
程
受
講
者
で
、
テ
ス
ト
通
過

者
に
は
1
6
こ
、
“
り
映
写
機
操
作
認
可
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

㈲
申
し
込
み
が
定
員
を
越
え
た
場
合

は
選
考
い
た
し
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
防
止
は
明
る
い
家
庭
作
り
か
ら
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3 ��3 �3 ��3 ��3 ��期 日 

月 13 ��月 2 �月 ��月 ��月 

日 ��1 日 �11 日 ��10 日 ��9 日 

◎ ��㊨ �㊨ ��⑫ ��⑪ 

13．00 （ 17．00 �8．30 （ 12．00 �亜 �13．00 ！ 17．00 �8．30 （ 12．00 �13．00 ！ 17．00 �8．30 （ 12．00 �13．00 ） 17．00 �8．30 ！ 12．00 �受 付 時 間 

木 守 上 別 府 �別 崎 西 町 i i �串 �虫 生 津 ∠ゝ 古 賀 道 管 �広 装 島 津 i �尾 崎 東 町 �南 千 代 丸 �平 ��該 当 日 

‾‾‾「＝一遍「一一‾‾‾－‾‾‾‾‾ 　一賀 ������� ��受 

階町 ‡慕 ���������付 場 

ル公 ）民 ���������所 

館 

税金は町づくりの源、完全納税に御協力下さい。

納
　
税
　
相
　
談

昭
和
5
5
年
分
所
得
税
確
定
申
告
並
び
に
、
昭
和
捕
年
度
町
県
民
税
の
確
定

申
告
の
相
談
受
付
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
潔
当
さ
れ
る
方
は
も

れ
な
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
確
定
申
告

※
　
町
県
民
税
確
定
申
告

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧

純
方
説
法
第
鵬
条
の
規
定
に
よ
り
、

昭
和
5
0
年
度
固
定
資
産
課
税
台
頓
を
次

の
と
お
り
縦
斑
に
供
し
ま
す
の
で
関
係

者
は
、
次
の
期
間
中
に
閲
翳
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
　
旧
和
朗
年
3
月
1
日
∵
（

3
月
約
日

▽
縦
覧
場
所
　
役
場
税
務
課

▽
縦
覧
時
間
　
8
時
5
0
分
－
1
7
時

（
日
曜
用
、
祭
日
、
上
眼
目
の
午

後
を
除
く
）

振
替
納
税
の
お
勧
め

所
得
税
を
納
め
る
の
に
便
利
は
方
法

と
し
て
「
振
欝
納
税
」
の
制
度
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
と
金

融
機
関
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
お
き

ま
す
と
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら

振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
忙
し
い
と
き
な
ど
に
は

つ
い
納
税
の
期
限
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

納
税
に
便
利
な
「
振
替
納
税
」
を
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
金
融
麗
蘭
、
税
務

審
又
は
説
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い。

絨
W
巾
1

無
料
納
税
相
談
所
開
設

税
理
士
会
若
松
支
部
で
は
、
次
の
要

領
で
、
確
定
申
告
の
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
申
告
蕊
や
決
算
蕾
の
番
さ

方
が
分
か
ら
な
い
方
は
、
お
気
挺
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
朗
年
3
月
5
日
・
6

日
1
0
時
～
1
7
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
商
工
会

賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
次
の

と
お
り
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ます。
▽
家
　
賃
　
暫
定
家
賃
　
約
四
万
円

▽
団
地
名
　
星
ケ
丘
団
地

▽
所
在
地
　
中
間
市
大
字
中
間
字
通
谷

▽
裳
錐
戸
数
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
5

階
建
　
3
煉
坦
戸

▽
申
込
期
間
　
昭
和
5
0
年
3
月
6
日

（
金
）
～
3
月
1
2
日

（木）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県

住
宅
供
給
公
社
管
理
課
　
寓
話
0
9
2

（
7
2
1
）
1
3
2
1
に
ど
う
ぞ
。

家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
会
員
募
集

家
庭
婦
人
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
若

さ
と
健
康
を
保
ち
、
よ
り
明
る
い
家
庭

づ
く
り
と
そ
し
て
多
く
の
友
を
得
ら
れ

ろ
現
、
そ
れ
が
家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
　
（
通
称
マ
マ
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
）
　
で

す。

皆
さ
ん
の
協
力
と
団
浩
で
、
こ
の
連

盟
を
大
き
く
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

綱
　
領

私
た
ち
は
調
和
の
ど
れ
だ
「
美
」
と

「
挫
康
」
を
追
求
す
る
こ
と
に
∵
よ
っ

て
、
よ
り
明
る
く
蟄
か
な
家
庭
生
活
を

営
な
も
う
。

今
回
の
会
員
募
集
種
目
と
そ
の
内
容

（
団
体
加
盟
種
目
）

○

マ

マ

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

。
マ
マ
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

o
　
マ
マ
デ
ー
一
ス
ク
ラ
ブ

o
マ
マ
卓
球
ク
ラ
ブ

い
ず
れ
も
町
内
在
住
者
の
婦
人
が
最

低
5
人
以
上
で
機
臓
さ
れ
て
い
る
デ

ー・ム（
個
人
加
盟
種
目
）

。
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

。
卓
球
ク
ラ
ブ

い
ず
れ
も
町
内
在
住
婦
人

今
回
の
真
実
締
切
日
　
瑠
和
郎
年
3

月
1
5
日
遠
賀
町
家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

（
頑
込
先
）
遠
賀
町
別
府
　
山
下
信
子

砥
話
（
3
）
0
0
4
3
（
呼
）

遠
賀
町
松
の
本
　
柴
田
昭
徳
∴
露
語
（

3
）
　
1
0
1
5
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遠賀町の代表的産業、お米を見直しましょう。

俵
と
〆
木

俵
－
「
中
華
に
は
多
く
竹
擬
を
用
ゆ

本
朝
に
は
多
く
聴
、
延
を
用
う
。
俗

た
．
o
　
′
つ
∴
－
？
三
㌢

に
太
和
良
。
槌
談
な
り
。
ツ
ト
の
二
字

大
の
字
と
通
す
」
　
（
和
漢
三
才
図
会
、

巻
第
一
二
五
）
と
あ
る
よ
う

に
韻
で
編
ま
れ
た
。

俵
は
、
い
つ
の
時
代
に
で

き
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

一
俵
に
入
れ
ろ
米
の
分
量
は

平
安
時
代
　
－
　
粗
五
斗
入

江
戸
時
代
　
－
　
各
地
方
各

藩
に
よ
っ
て
異
な
る
。
幕
肘

の
制
定
は
、
三
斗
五
升
入
り

で
、
関
東
は
之
に
同
じ
。

奥
羽
は
三
斗
三
升
か
ら
四

斗
入
り
ま
で
地
方
に
よ
り
こ

と
な
る
。
延
酋
雑
式
に
「
凡
そ
公
私

の
米
を
運
ぶ
に
五
斗
俵
と
為

す
。
乃
ち
三
儀
を
用
い
て
蚊

と
為
す
」
　
（
日
本
蟻
民
史
話

藁
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
五
斗
俵
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

当
地
方
は
藩
政
期
か
ら
、
明
治
三
四

年
の
「
米
穀
検
査
規
則
」
が
公
布
さ
れ

る
ま
で
は
三
斗
三
升
で
あ
っ
た
が
、
実

）7（

陳
に
は
輸
送
時
の
欠
減
を
補
う
名
目

で
、
一
升
の
込
米
を
入
れ
る
た
め
、
儀

は
三
斗
四
升
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

俵
装
用
の
俵
は
、
一
重
と
二
重
の
二

用
い
、
定
め
ら
れ
た
太
さ
の
緋
で
、
中

央
は
太
と
日
の
も
の
で
強
く
締
め
、
そ

の
両
側
に
各
二
本
締
め
る
。
さ
ら
に
ホ

ド
メ
と
称
し
、
持
ち
逆
び
を
容
易
に
す

る
た
め
に
縦
が
脚
力
所
、
板
鮒
の
順
次

蕃
き
通
し
な
が
ら
締
め
上
げ
る
。

〆
木
－
俵
を
締
め
る
の
に
用
い
ら
れ

た
。
披
き
、
三
米
一
〇
糎
の
こ
高
に
し

た
木
に
、
後
部
に
紺
止
め
、
頭
部
に
締

め
坤
を
付
け
、
一
人
は
締
め

車
を
操
作
し
、
一
人
は
細
を

巻
い
た
俵
を
尖
っ
た
〆
木
の

上
を
前
後
に
こ
ろ
が
し
な
か

ら
締
め
る
の
に
用
い
ろ
。

そ
の
後
、
ジ
ャ
ッ
キ
式
の

鉄
製
で
、
一
人
用
の
改
良
型

が
出
現
し
た
が
、
間
も
な
く

久
に
な
っ
て
共
に
不
用
に
な

った。臥
－
辰
と
も
か
く
。
誹
稼

春
秋
に
は
「
康
は
菜
謡
を
入

れ
ろ
。
延
の
端
に
大
約
を
当

て
細
縄
を
以
っ
て
ト
ヅ
ル
也

」
と
あ
る
。

じ
ょ
う
ご
－
儀
装
に
は
、
俵

請
に
用
い
る
「
藁
製
の
じ
ょ

婦
人
問
題
に
つ
い
て
の
論
文
募
集

国
際
婦
人
年
に
あ
た
っ
て
、
「
婦
人

問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
県
民
の
白
光

と
認
識
が
必
要
で
、
解
決
に
向
け
て
の

実
践
や
行
動
が
寵
愛
」
と
し
て
論
文
を

磯
娘
。
メ
ー
ン
テ
ー
マ
「
あ
ら
ゆ
る
分

野
へ
の
男
女
の
共
同
参
加
」
サ
ブ
テ
ー

マ
①
「
男
女
の
共
同
魔
任
で
築
く
家
庭

」
②
「
男
女
が
平
等
の
条
件
で
働
く
職

場
づ
く
り
」
⑧
「
地
域
社
会
へ
の
男
女

の
共
同
参
加
」
。
日
常
佳
活
に
今
な
お

存
在
す
る
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担

を
打
ち
破
る
よ
う
な
惹
兄
や
体
験
、
実

践
を
こ
の
3
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
の
中
か

ら
1
つ
を
選
ん
で
論
文
に
ま
と
め
る
。

論
文
の
長
さ
は
4
0
0
字
詰
め
原
禰

用
紙
三
枚
語
度
。
極
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
範
話
番
号
を
明
記

し
て
3
月
1
0
円
（
当
日
消
削
有
効
）
ま

で
。
応
募
資
格
は
、
年
齢
、
性
別
を
闘

わ
な
い
。
入
賞
者
（
五
人
）
に
は
知
部

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

す。▽
応
募
先
及
び
聞
合
せ
先
県
民
生
部
婦

人
対
策
盛
寵
謡
0
9
2
（
7
4
1
）
6

4
4
1
0

ジ
ュ
ー
一
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

▽
趣
　
旨
　
地
域
に
お
け
る
チ
ビ
も
会

の
ン
三
一
ア
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
、
自
縛

活
動
上
必
要
な
知
識
技
術
の
習
得
を
は

か
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
の
向

上
を
は
か
る
。
鱗
∴
福
岡
娘
子
ど
も
会
連
合
会

福
岡
県
教
育
委
員
会

種
が
あ
り
、
編
み
目
の
数
や
太
さ
に
も

一
定
の
規
格
が
あ
り
、
両
端
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
円
筒
に
し
、
上
下
は
横
俵
（

琶
）
を
伏
せ
て
止
め
る
。

そ
れ
に
定
理
の
米
を
入
れ
、
〆
木
を

う
ご
」
を
使
用
し
た
。

〆
木
及
按
作
り
は
浅
木
芳
賀
喬
一
氏

の
ご
協
力
に
よ
る
。

（
吉
野
千
年
）

▽
会
　
場
∴
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄

海
の
家
」
　
日
時
　
昭
和
弱
年
3
月
2
7

日
（
金
）
～
2
9
日
（
日
）

▽
参
　
加
　
人
員
及
び
対
象
県
下
5
0
名

（
新
中
学
1
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
）

小
手
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
次
期
リ

ー
ダ
ー
　
の
地
域
の
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー

ク
ル
等
少
年
団
休
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
次

期
リ
ー
ダ
ー
　
㈲
　
上
記
引
率
者

▽
申
込
期
限
　
3
月
的
日
ま
で
。
た
だ

し
、
申
込
様
式
は
教
育
委
員
会
で
参
考

の
こ
と
。

▽
経
費
二
千
円

▽
申
込
先
及
び
承
認

福
岡
県
立
社
会
教
育
会
館
内
　
福
岡

照
子
ど
も
会
連
合
会
　
飽
託
0
9
2
（

8
5
1
）
1
7
6
2
0
不
承
認
の
と
き

の
み
通
知
す
る
。
㈲
遠
賀
町
で
5
名
以

内。▽
そ
の
他
　
不
明
の
点
は
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
ま
で
連
絡
下
さ
い
。



第261号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（8）

▽　▽

時　期

▽　▽　◎　▽

時　期　検　料

新　　　　聞　日　鯵∴金

受　3

付　月
13

受付　9時柳分－10時

3月分　し尿くみ取り予定表

くみ ＿＿些七日 � ��小型車くみ取り地区 

2（月） �西町、木守 ��虫生津、上別府（花園） 

3（火） �東町、浅木の一部 ��木守、出演 

4（水）　虫生津（新星敬） ���広渡、松の木（東、四組） 

5（木） � ��砦松、尾崎 

6（金） �）月2回吸取家庭 帽籍（旧3号線北側）、脚、 �� 

13（金） ��� 

14（土） �！旧停（旧3号線南側） ��鬼津 

16（月） �i遠賀川 � � 

17（火） �遠賀Ii �� 

18（水） �遠賀Ii �、新町 � 

19（木）稿料水郷、若松、別府 ��� 

20（金） �月2回吸収家庭 �� 

空］生と �新町 �� 
24（火） �新町 �� 

25（水） �新町、広波（中卒田） �� 

6（木）：聖総卿（ユニ‾剛通り ��� 

通産 � 

老 � 

0（月主事、浅木、虫榔　　i ���今 � 

1（火）； �浅木 �� 

不要犬の引き取りは、遠賀保険所　093（201）4161にどうぞ。

第
3
回
　
遠
賀
町
民
健
康
づ
く
り
推
進
会
譲
大
会

本
町
で
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と

明
る
く
健
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

知
識
の
普
及
お
よ
び
地
域
、
家
庭
、
職

場
ぐ
る
み
の
健
康
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
の
健
康
づ
く
り
運

動
の
総
括
と
今
後
の
前
進
を
目
ざ
し
て

次
の
と
お
り
大
会
を
的
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
の
方
の
参
加
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
3
月
6
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
2
時
5
0
分
～

開
始
　
1
3
時
糾
分
～

▽
掲
　
所
　
中
央
公
民
飼
犬
ホ
ー
ル

▽
内
　
容
　
の
各
部
活
動
報
告

㈲
諒
念
簿
演

下
関
病
院
副
院
長

野
村
歌
人
先
生

㈲
緑
黄
野
菜
種
子
・
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
本
の

無
料
配
付
。

し
尿
収
集
作
業
員
募
集

3
月
分
　
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

▽
職
　
謡

▽
資
　
格

▽
勤
務
時
間

▽
月
　
収

▽
申
込
み
万

▽
送
付
先

運
転
手
及
び
作
業
員

4
0
歳
ま
で
の
真
面
目
な
人

8
時
～
1
7
時

運
転
手
　
約
1
8
万
円

作
業
員
　
約
1
6
万
円

法
履
歴
啓
一
通
を
次
の

所
ま
で
郵
送
し
て
下
さ

芦
屋
町
薬
屋
　
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
内
　
申
遠
支
部

胃
ガ
　
ン
検
診

◎
申
込
み

▽
揚
∴
所
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
み
日
　
現
在
受
付
け
中

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
貝
　
2
1
0
名
（
1
日
各
7
0

名）

▽
料
　
金
　
千
円
（
印
鑑
持
参
の
こ
と
）

◎
検
珍

子
宮
ガ
ン
検
診

◎
申
込
み

▽
場
　
所
　
役
韻
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
み
日
　
現
在
受
付
け
中

定
貝
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
員
　
4
5
0
名
（
1
日
各
1
5

日
　
3
月
1
9
日
・
2
0
日
・
2
5
日

間
　
受
付
　
8
時
4
0
分
－
1
0
時

3
0
分

検
査
　
9
時
か
ら

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

0
名
）

千
円
（
印
鑑
持
参
の
こ
と
）

2
0
分

検
査
　
1
0
時
0
0
分
か
ら

中
央
公
民
館
（
役
場
離
）

2
3
日
・
5
0
日
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▽

料

金

あなたです．／　火事を出すの　も　防　ぐ　の　も

乳
　
児
　
相
　
談

▽
期
　
日

▽
時
　
樹

▽
場
∴
所

▽
対
象
者

▽
括
参
品

▽
内
　
容

▽
料
∴
金

3
月
1
0
日
（
火
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
継
室

生
後
7
～
1
2
カ
月
児

母
子
挫
康
手
脹

体
重
、
身
長
等
測
定

食
瓶
等
の
相
談

無
料

妊
　
婦
　
相
　
談

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
3
月
2
3
日
（
月
）

▽
場
所
及
び
時
間

o
尾
崎
公
民
館

9
時
0
0
分
－
n
時
5
0
分

o
広
陵
公
民
館

1
3
時
～
帖
時

▽
対
象
者
　
6
5
載
以
上
の
人

▽
検
診
内
容。
検
尿
。
血
圧
測
定

。
問
診
。
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
は
申
し
出
て
下
さ
い

◎
所
在
地
∴
鯨
岡
県
粕
屋
郡
新
富
町
大

字
上
府
字
形
見
6
1
5
蕃

地
の
2
、
6
1
5
番
地
の

▽
届
出
先
　
福
岡
県
箱
屋
郡
新
宮
町
大

字
上
府
1
5
9
2
番
地
の

1
新
宮
町
役
場
呼
出
諌

短
話
0
9
2
9
6
（
2
）

0

2

3

1

し
尿
浄
化
槽
の
設
置
届
に
つ
い
て

今
ま
で
の
便
所
を
新
し
く
水
洗
便
所

に
改
良
す
る
場
合
、
保
健
所
に
浄
化
槽

の
設
鴎
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
∴
∴
こ
の
殺
縄
屈
は
浄
化
槽
の
設

罷
者
（
使
用
す
る
人
）
が
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
は
工

専
業
者
が
代
行
し
て
い
ま
す
が
、
染
着

に
よ
っ
て
は
こ
の
殺
耀
届
の
提
出
を
す

ま
せ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
ろ
よ
う
で

す
。
　
も
う
一
度
、
あ
な
た
の
家
の
浄

化
欄
の
設
寵
崩
を
確
認
し
て
下
き
い
。

こ
の
殺
罷
屈
の
提
出
が
さ
れ
て
な
い

と
、
6
月
1
日
か
ら
浄
化
楠
の
雑
進
運

溝
が
変
り
ま
す
の
で
、
使
用
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
浄
化
欄
を
設

賭
し
て
あ
る
方
、
途
中
で
浄
化
槽
を
作

り
変
え
た
方
は
必
ず
設
檀
届
を
確
認
し

て
下
さ
い
。

浄
化
槽
に
関
し
て
、
わ
か
ら
な
い
時

や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
瞳
鞍

に
保
雄
所
又
は
役
場
に
問
い
合
せ
し
て

下
さ
い
。

野
犬
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

最
近
、
野
犬
や
飼
犬
の
放
し
飼
い
に

よ
る
被
譜
が
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

役
場
、
保
健
所
で
は
一
年
中
、
町
内
を

巡
回
し
て
野
犬
の
捕
獲
及
び
薬
殺
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
で
休
日
に
受
診
さ
れ
る
方
へ

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

3
月
1
3
日
（
金
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
低
廉
手
帳
交
付

無
料

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

▽
届
出
先

▽
届
出
期
限

昭
和
弱
年
3
月
1
0
日

福
岡
市
南
区
大
字
施
療
字

ツ
ル
2
3
6
番
地

福
岡
市
南
区
大
橋
一
丁
目

3
の
2
8
　
都
市
開
発
局
塩

原
区
画
整
理
部
補
償
第
一

課
　
屈
話
0
9
2
（
5
4

1

）

4

7

6

1

昭
和
朗
年
3
月
2
日

昨
年
4
月
か
ら
開
設
し
て
ま
い
り
ま

し
た
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
も
遠
賀
、
中

開
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
休
日
診
癒

業
務
の
成
果
を
立
派
に
あ
げ
て
ま
い
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、
休
日

に
お
け
る
急
病
者
の
方
の
み
診
療
い
た

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
理
解
あ
る
ご
利

用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
ご
利
用
の
方
へ

急
病
で
止
む
を
得
な
い
人

以
外
は
ご
避
旗
下
さ
い
。

▽
醐
散
田
　
休
日
（
日
曜
日
）
、
国
民

の
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始

∇
診
頼
時
間
　
午
前
9
後
～
年
後
5
時

▽
診
旗
科
目
　
内
科
、
外
科

▽
持
参
す
る
も
の

o
被
保
険
者
証

o
老
人
医
療
、
乳
幼
児
医
頼

重
度
心
身
障
害
者
医
題
を

受
け
て
い
る
人
は
、
被
保

険
者
証
と
医
寂
証

。
生
活
保
護
受
給
者
は
診
澱

依
頼
書

▽
所
在
地
　
遠
賀
郡
水
巻
町
下
二

認
諾
0
9
3
（
2
0
1
）

9

9

9

9

お
ん
が
短
歌
会
談
革

河
中
指
雷
光
生
還

う
で
∴
∴
ハ

兼
題
・
薄
ら
氷

池
の
面
の
薄
ら
氷
期
の
陽
を
う
け
て
徐

々
に
溶
け
ゆ
く
光
り
保
ち
て白
石
一
夫

休
耕
田
に
餌
を
見
つ
け
し
や
白
緑
が
急

降
下
せ
り
薄
ら
氷
の
散
る
垂
広
　
勝

指
先
で
押
せ
ば
も
ろ
く
も
薄
ら
氷
は
あ

わ
き
音
た
て
勝
れ
ゆ
き
た
り柴
田
　
房

椿
事
の
小
道
を
風
が
鳴
っ
て
い
ろ
麓
の

薄
ら
氷
ふ
み
て
登
り
ぬ

福
田
か
め
の

出
荷
せ
む
野
菜
洗
う
と
た
め
池
の
薄
ら

水
割
り
て
水
を
汲
み
た
り
井
口
絹
子
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3月上期の遠賀町主要行事
日同　行　寧　内　容 �時　間I難会場 ��担当課名l目的及び主な対象等 ��備　考 

川駕瀬畳会費麺挙人名 �8‥30－17：00陣頭 ��庶∴務　課 � �詳細は 2月10日号 

計量（固定費醐競合蛾 �8‥30－17両箆讃 ��梯∴務　課 �固定資産所有者 �詳細は 6ページ 

判3月定例区長会繊 �13：30－i擁鯉 ��庶務課l各軸 �� 

日出　税　相　談 �8：30－17‥0唾鵠 ��税務課）醗髄鞘告 ��詳細は 6ページ 
住　民　課 � � 

町中央公民館 �住　民∴諜 �町民のみなさん多数参加下 さい。 �詳細は 8・ヾ－∴∵ 

19：30－ �町中央公民館 �社会教育課 � � 

∴：∴∵∴∴「 �詰絞i鏑厘町役場 ��庶務課直露講読ぐのも、 ��詳細は 2月10日号 

10旧芸 �9：30－ �役場保継室 �住　民　課 � �詳細は 9ページ 
13：00－16：0欄公民態 ��福祉課　綴字鮭誓とでも ��詳細は 1月25日号 

11回読誌ンカ‾による糊 �13：30－15車府公購 ��住　民　課 �参加自由です。 多数参加下さい。 � 

TT　血 �10：00－15‥函館籠 ��福祉課1位的6才一65才未満の方 �� 
9：30－ �町中央公民館 �住　民　課 � �詳細は 8ページ 

10：00－－ �役場保鍵室 �住　民　課　妊産婦 ��詳細は 9ページ 

十三‾！1二 �i．．！．．麗 ��福　祉　探 �－ � 学務課　撥藷謁潜 �� 

引言直映瑚操作投網習 �13：30－17車中央公蹴 ��社会弼車会教育関係団体 ��詳細は 5ページ 

151日中国噸走ろう大会 �8：30一　画‾欄 ��社会教育深厚擬鷲 ��詳細は 2月10日 

昭和56年　進学者の「進学ローン受付中」

＞利用できる方　　南枚、高専、短大、大学等に進学する者の父兄。

＞使　い　み　ち　　入学金、授業料、受験料、教科暫代など進学に必要な資金。

函数，資∴額　　50万円まで。

＞金　　　　利　　年8．8％

＞返　済期　間　　高柳ま3年間、短大は2年、大学は4年。

＞返　済　方　法　　元利均等毎月払。

＞相談　窓　口　　国民公郎支店、農協、信用金牌、銀行等。

なお詳細は、相談窓口や遠賀町商工会にお問い合せ下さい。

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょう。


